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４．プロジェクト３（⼭⼝県沿岸漁業情報収集） 
 
４．１ 事業の背景と⽬的 
⼭⼝県は本州の最⻄端に位置し、⽇本海と瀬⼾内海に三⽅を⾯し、海岸線は全国６位の
1,504km になる。その中で⽇本海の沿岸域は屈曲に富み、島しょと天然礁が多く、沖合には
⼤陸棚が広がっており、好漁場が形成されている。 
⽇本海沿岸での中型まき網漁業は、外海での主幹漁業であり、萩・⻑⾨・下関に６船団が稼
働し、⼭⼝県の⽔産業をけん引している。特に、まき網漁業で漁獲されるマアジは「やまぐ
ち瀬つきあじ」としてブランド化を進めている。 
 しかしながら、中型まき網漁業を取り巻く環境は、対象⿂種(マアジ、さば類)の漁獲減に
より経営が厳しさを増し、効率的な操業(スマート化)が求められている。このスマート化で
は、単に漁業者の作業負担軽減やコスト削減だけでなく、科学的なデータに基づく漁場の選
定、市場との情報共有、さらに⽔産資源の評価に繋がる質の⾼い漁獲データが必要である。
具体的な取組として「漁業者の操業⽀援」のアプリケーションを活⽤し漁場を選定するとと
もに、「漁業者と市場の連携」により市場へ漁獲物を適確に⽔揚げすることで、操業〜⽔揚
げまでの作業の効率化を図り、それらの⼀連の過程で収集されるデータにより「⽔産資源の
評価」に繋げることが想定される。 
 本プロジェクトでは⼭⼝県⽇本海沿岸で操業する中型まき網漁業を対象に詳細な市場情
報を収集できるタブレットアプリを開発した。さらにタブレットアプリによってもたらさ
れたデジタルデータをもとに⽔産資源の評価への活⽤も検討する。 
 
４．２ 事業の内容 
⼭⼝県⽇本海沿岸（萩・⻑⾨）を漁場とした中型まき網漁業（操業期間３〜１２⽉）の５
船団を対象として、市場での⽔揚げ情報（⿂種・サイズ・数量・相場等）が連携可能なシ
ステムを構築する。 
 「やまぐち産業イノベーション促進補助⾦」（R01-R02）として実施した「衛星と操業デ
ータ活⽤によるスマート漁業情報連携システムの構築」で開発した漁業情報連携システム
が既に存在する。（図４‐ 1） 
 本プロジェクトでは、開発したシステムを基本に、詳細な市場情報の収集システムおよ
び収集した漁獲情報による資源評価への活⽤を検討する。この取組みにより、中型まき網
漁業の漁獲量および漁場の変動特性が容易に把握できるため、操業の効率化を進めること
が可能になり、かつ対象⿂種の浮⿂類（マアジ、さば類）の資源評価に活⽤できる有益な
データのモニタリング体制も確⽴できる。 
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図４‐ 1 開発済みの漁業情報連携システム 

 
４．３ 事業の成果 
４．３．1 詳細な市場情報の収集 

 資源評価を⾏うためには、可能な限り詳細な情報を基に分析を⾏うことが望ましい。
そこで、⿂種ごとにサイズや相場など詳細な市場情報を収集するシステムを構築した。 
 詳細な市場情報を把握するための情報源として、まき網漁船団で利⽤している相場表
を活⽤することにした。まき網漁船団は、市場への⽔揚げ後に⿂種ごとにサイズや箱単
価をまとめた相場表を利⽤して⽔揚げ情報の把握を⾏っている。市場職員がセリ中にメ
モした内容を、表形式に⼿書きで写し書きして相場表は作成される。図４‐ 2 に⼿書き
された相場表を⽰す。 
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図４‐２ ⼿書きされた相場表 

 
 相場表ならば、⿂種ごとにサイズや相場など詳細な市場情報を把握可能であるため、
相場表のデータ収集を⾏うためのモバイル端末アプリ「相場表アプリ」を開発した。 
 アプリ開発にあたっては、従来の⼿書き⼊⼒⽅式から逸脱しないこと、⼊⼒作業が負
担とならないことに重点を置き、なるべく⼿書き記⼊の⾒た⽬に近いユーザーインタフ
ェース設計とした。図４‐ 3、図４‐ 4 に相場表アプリの画⾯を⽰す。 



24 
 

 

図４‐３ 相場表アプリ例１ 
 

 

図４‐ ４ 相場表アプリ例２ 
 
  この「相場表アプリ」を萩地⽅卸売市場と仙崎地⽅卸売市場に導⼊し、２０２１年
４⽉から２０２１年１１⽉までの期間、データ収集を⾏うことができた。 
 

４．３．２ 収集した情報の連携と情報共有 
 市場での⽔揚げ情報のデータと連携し、漁業者及び⾃治体と情報共有を⾏った。 
 相場表はまき網漁船団間で共有されている。従前は市場において⼿書きで記⼊した相
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場表を各船団に向けて、全船団分の相場表をＦＡＸで送信していた。 
 相場表アプリでも、従来と同様に⼊⼒データの共有を⾏う仕組みを構築した。⼊⼒デ

ータを表形式のＰＤＦファイルとして出⼒し、そのファイルをＬＩＮＥで送信し情報の共
有を図った。図４‐ 5 にＰＤＦファイルの共有を⾏う画⾯を、図４‐ 6 に相場表アプリ
から出⼒したＰＤＦファイルをそれぞれ⽰す。 

 
図４‐５ ＰＤＦファイル出⼒共有画⾯ 

 

 
図４‐６ 相場表アプリから出⼒したＰＤＦファイル 
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 相場表アプリの共有機能について現地でヒアリングを⾏ったところ、市場職員から
『⼊⼒項⽬が紙の表と変わらないのですぐに慣れることができた。』『⼿書きで記⼊する
よりもきれいな字で漁業者に渡せるため助かる。』、漁業者から『ＦＡＸの時よりも早く
届いて、⼿書き⽂字よりも数字が⾒やすい』という意⾒を頂いている。 
 

４．３．３ 漁業情報の連携による評価 
 開発した相場表アプリによる漁業情報による漁業者の操業効率化への有効性や資源管
理の有効性について評価を⾏う。評価に使⽤するデータは、２０２１年４⽉から２０２
１年１１⽉までである。その期間で、相場表アプリにデータの⼊⼒記録のあった⽇付は
６５⽇であった。さらに、相場表アプリでは網番号という項⽬に、⼊港した運搬船の順
序を⼊⼒することで、1 回の操業あたりの投網回数（漁獲努⼒量）が推定できる。図４
‐ 7 は本事業対象５船団の、投網回数を⽉別に集計したものである。 

 
図４‐７ ⽉別投網回数 

 
 相場表アプリによって、デジタルデータが蓄積されることで、⼭⼝県中型まき網船団
の⽉別漁獲量やサイズ別漁獲量を容易に把握することが可能になった。図４−８は、⼊
⼒された箱数と⾦額を⽉別に合計したものである。 
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図４‐８ 箱数と⾦額の合計 

 
 図４‐ 8 から、⼭⼝県の中型まき網漁業全体の漁獲量と売上⾦額を把握することがで
きる。さらに図４‐ 7 の投網回数を利⽤すると、1 回の投網あたりの漁獲量を求めるこ
とが可能である。 
 次に、図４‐ 9 に⿂種「アジ」として⼊⼒された箱数と⾦額を⽉別に合計したもの、
図４‐ 10 に⿂種「サバ」「⼦サバ」として⼊⼒された箱数と⾦額を⽉別に合計したもの
をそれぞれ⽰す。 

 

図４‐９ 「アジ」箱数と⾦額の合計 
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図４‐ 10 「サバ」箱数と⾦額の合計 

 
 図４‐ 9 からアジは６⽉および９⽉に漁獲量の増加する双峰型を⽰すこと、図４‐ 
10 からサバは秋季（９⽉〜１０⽉）に漁獲量の増加する傾向がわかる。⼭⼝県沿岸で旬
の時期（アジ；６⽉、サバ；１０⽉）に漁獲量が多くなるという曖昧な情報から、当ア
プリによって数値データとして明確に裏付けることができた。 
 このアプリでは、図４‐ 8 のように⼭⼝県のまき網船団全体の総漁獲量を算出するこ
とに加えて、図４‐ 9、図４‐ 10 のように⿂種ごとに（あるいはサイズごとに）、箱数
や⾦額のデータの表現も可能である。 
 また⿂体サイズの⼊⼒があることにより、サイズ別の漁獲量ヒストグラム（体重組
成）を作成することが可能である。以下の図は⿂種「アジ」として⼊⼒された中で、サ
イズごとに区分けを⾏い、区分ごとの合計箱数を集計したものである。４⽉〜６⽉を春
季、７⽉〜９⽉を夏季、１０⽉〜１１⽉を秋季として集計した図をそれぞれ図４‐ 
11、図４‐ 12、図４‐ 13 で⽰す。
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図４‐ 11 春季の「アジ」サイズ別箱数 

 

 
図４‐１２ 夏季の「アジ」サイズ別箱数 
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図４‐１３ 秋季の「アジ」サイズ別箱数 

 
 春季には、７０〜１２０ｇの⽐較的⼩さいアジの⽔揚げが多いことがわかる。秋季
は、サイズの⼤きなアジの⽔揚げが増えていることがわかる。 

ここのサービスでは、マアジの季節別の体重組成（図４‐ 11、図４‐ 12、図４‐ 
13）を提供しているが、マアジの全⻑（体重）−年齢を変換するキーがあれば、このア
プリで提供する体重組成から年齢別の漁獲量を求めることができ、マアジの資源評価に
とってたいへん有益なデータを提供することが可能となる。 
 

４．４ 今後の取組 
 相場表アプリの活⽤によって、⽔揚げ情報をデジタル情報として記録を残すことが可能
となり、統計データの把握が容易になった。⽉別漁獲量やサイズ別漁獲量といった詳細な
市場情報を把握することで、得られたデータが資源評価に活⽤できることが分かった。今
後もアプリの利⽤によるデジタルデータの収集と蓄積を進めていくことで、経年の変化も
把握することが可能と思われる。 
 航跡（位置情報）をリアルタイムに収集するシステムを構築済みのため、「相場表アプ
リ」の情報とこの航跡データを組み合わせることで、操業場所ごとの漁獲量の把握が可能
である。このことは、すなわち操業場所、サイズ（銘柄）別の漁獲量といった資源評価に
有益な精度の⾼い漁獲情報を収集が可能になることを⽰している。２０２０年１２⽉１⽇
より改正漁業法が施⾏されて提出が必須となった漁業漁獲成績報告書の作成効率化に向け
ての利⽤も考えられる。 
 今後は⼭⼝沿岸に限らず、他県でも同様のデータ収集を⾏い、統合していくことで、⽇
本海全体の資源量把握・管理につながる仕組みとなることが期待できる。 
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